若者の職業観:フリーターで大丈夫？ by 名古 道功
金沢大学サテライト・プラザ・ミニ講演 
日時 平成１６年９月１１日（土）午後２時～３時３０分 
会場 主会場 ：金沢大学サテライト・プラザ講義室 （金沢市西町教育研修館内） 
   受信会場：寺井町立図書館 
 
演題 「若者の職業観～フリーターで大丈夫？～」 

































































 そのような相違点があり，同じ 2000 年で，フリーターは厚生労働省のほうでは 193 万人


























 ４ページめの資料２を見ていただきたいのですが，1990 年には 183 万人だったフリータ
ーは，徐々に増加して 2001 年には 417 万人になっています。15～34 歳の中で占める割合










































 89 年や 92 年，98 年もですが，いちばん多かったのが 20～24 歳だったのが，2001 年に
なると，25～29 歳がいちばん上になっています。30～34 歳の人たちも 80 万人になってき
ています。つまり，フリーターは「高齢化」していると言っていいかと思います。 
 次に，就業形態別では，４ページの表を見ていただければいいかと思います。2001 年の
段階で見ますと，パート・アルバイトが 244 万人，失業者が 127 万人，働く意志のある非





 学歴ですが，92 年段階では，中卒の人が 24％，高卒が 51％，短大や高専卒が 13％，大
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 まず一つは就職難。これは言うまでもないかと思います。これも 90 年３月と 2003 年３
月の就職率の数字を紹介しておきます。90 年３月，これはちょうどバブルの真っ最中です
が，中卒の人は 70％の就職率，高卒は 87％，大卒は 93％と，非常に高い就職率だったの
です。ところが，2003 年３月になりますと，中卒は 33％，３人に１人しか就職できない。




































私も大学で教えて 20 年ぐらいになりますが，20 年前の学生，10 年前の学生と今の学生は
違っています。 
































































































































い数字は挙げませんが，10 年間で若年者の正社員が 65 万人減ってきており，非社員化と
いうか，パートや派遣労働者を増やす政策が推進されてきています。 
 このような政策のもとで，企業は新規採用を抑制しているわけですが，企業の社会的責
任をどう考えていくのか。一定程度は採用して，企業が社会的な責任を果たしていくこと
が重要ではないかと考えています。 
 
３ 学校・大学等での職業教育・訓練 
 次に，学校・大学等での職業教育や訓練なども，今後もっと重視していかなければなら
ないと思います。最近，インターンシップやデュアルシステムというようなものがようや
く導入されるようになってきました。日本の学校は職業教育を実施しないという点に特徴
があります。要するに，企業は，ともかく真っ白なままで来てくれれば，企業で教育する
からそれでいいということだったのです。要するに，企業のカラーに染めたいから，変な
色をつけてくるなというようなことで，学校も何もしなくてよかったのです。 
 しかし，今，企業は企業内で職業教育するだけの余裕がだんだんなくなってきており，
即戦力を求めるようになっています。ですから，それにふさわしい人を学校側のほうも育
てていく必要があります。また，日本の場合，就業体験なしで就職先を決めできました。
このため収入などを重視するわけです。そういう点でいきますと，インターンシップなど
はもっともっとやっていかなければならないのですが，なかなかそれがうまくいっていな
い。これをどういう形で充実させるかが課題となります。 
 次に，学生あるいは生徒にどのような形で目的意識を持たせるかということです。学校
あるいは大学はもっと危機意識を持って取り組んでいかなければならないだろうと思いま
す。卒業時に就職できない，あるいは不本意な就職をするとフリーターになります。学校
がどれだけ危機意識を持つのか。 
 高校での進路指導，それから大学教育です。生徒たちは，仕事に直接役立つ知識や技術，
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あるいは自分がどういう仕事に向いているのか，そういうことをもっと高校で指導してほ
しかったと言っているとの調査結果もあります。そして大学教育。私も学生を教えている
のですが，これも企業からいろいろな厳しい指摘があります。４年制大学の文系新卒者に
対して企業がどれくらい満足しているかという調査で，94 年時点では５割ぐらいの企業は
「質・量とも満足している」と答えていたのですが，2002 年になりますと 35％に減ってい
ます。確かにコミュニケーション能力は高い，しかし自主的な思考力が弱いとか，基礎知
識が不足しているとか，自主的な行動力が低いと指摘されています。こういうことは，大
学としても真剣に受け止めなければならないだろうと思います。 
 金沢大学でどうかというと，積極的な取り組みをしていますが，なかなか教員の意識が
高まっていません。理系の場合は違うのかもしれませんが，文系は，私などは法学関係で
すけれども，学生の就職の面倒を丁寧に見るというところまではいっていない。恐らく学
生が自主的にやればいいのだという先生のほうが多いだろうと思います。教育よりも研究
重視の意識が強いし，まして就職にまでかかわろうという先生方はまだまだ少ない。残念
ながらそのような現状なのです。法人化されましたが，意識は変わっていません。このよ
うなフリーターの問題などを考えていきますと，教員一人一人が学生の就職にどれだけ責
任を持つのかを，本当に真剣に考えていかなければならないと思います。 
 金沢工大は全国的にトップレベルで，95％ぐらいの学生が就職しています。金工大は，
研究よりも教育重視が徹底している大学です。研究している暇があったら，もっと学生の
面倒を見なさいということです。高校の補講もやって学力を引き上げるようなことをして
いますし，また，教授は企業のある程度の役職に就いた人をどんどん採用しており，そう
いう点で企業とのコンタクトをつけて，そのかわりちゃんと就職の面倒を見させる，その
ようなやり方で，学生の基礎学力を高めて，付加価値をつけて卒業させていくということ
を徹底させており，注目を集めています。 
 そういう点でプラスの面があるかと思うのですが，それでいいのか，マイナスの面がな
いかどうか，これにはいろいろな意見があるかと思いますが，それだけ徹底している大学
もあるということです。 
 これは私の反省でもありますが，学生には厳しさを求めていくべきなのです。大学は，
入りさえすればあとは勉強しなくても卒業できるということではよくない。それはそのと
おりなのですが，そのためには，教員自身にも厳しさが求められます。学生にだけ厳しく
言って，教員がちゃんとした授業をやらないというのは許されないということがまだまだ
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理解されていない。理系は知りません，文系の話だけですが，そういう傾向があるように
思えてなりません。 
 
４ やりがいのある仕事・労働条件 
 やりがいのある仕事や労働条件，これをどうやって作っていくのか。ジョブカフェなど，
最近新しい動きが出てきていますが，これまではきめ細かな指導をやってこなかったので
す。外国では，若い人たちの失業率が高いので以前から熱心に取り組んでいるのですが，
日本でも一人一人のきめ細かな対応をようやくやるようになってきています。 
 
５ 広い視野からの議論 
 最後に，こういうフリーターの問題は，単に就職問題としてだけではなく，大人への移
行期という広い視野から考えていく必要性があるかと思います。若者，あるいは学生や生
徒，子供たちが，一体どのような状況に置かれているのか。若い人はキレやすいとか，若
年者の犯罪が増えているということがあります。勉強のできる子はどんどん勉強するけれ
ども，そうでない子はずっと落ちていく，そういう二極化している中での問題でもありま
す。 
 そういう中で，卒業できないというようなこともあります。また，以前と違って，最近
は職人が尊重されなくなったのです。日本の場合，腕に技能を持つ人たち，腕に自信のあ
る人，熟練した人たちが尊敬されなくなって，すべていい大学に行かせるという傾向が強
まってきているわけですが，それをどう考えていくのかという問題もあるかと思います。 
 「ニート（ＮＥＥＴ）」の増加に象徴されるように，今，社会が若い世代を本当に育てて
いるのか，切り捨てていないか。企業や学校，家庭や地域でちゃんと本当に育てるような
体制ができているのか。大きく言うと，社会で若い世代を育てようとしているのか。フリ
ーターの問題などを考えていくと，最後にその辺に行き着くのではないかと思います。そ
ういう点でフリーター問題は深刻にとらえていくべき課題だろうと思います。 
 以上まとまらない話でしたが，これで終わらせていただきます。 
 
質疑応答 
 
（質問者１） お話の中で特に印象に残ったのは，企業の社会的責任（ＣＳＲ）の部分な
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のですが，企業以外にもコミュニティが若者を育てていくという責任もあるだろうし，大
学が育てていくという責任もあるかと思いますので，その責任をどのように考えるかが非
常に興味のあるところです。 
 この間の日経に，井口さんという関西学院大学の先生が，東アジアの経済統合に関する
部分で，来年４月から始まる経済連携協定（ＥＰＡ）交渉の中で，域内の競争力強化とか，
域内格差の是正といった課題以外に，「人材開発・環流戦略」を策定すべきであると書かれ
ていました。フリーターの問題は，日本国内の問題もそうなのですが，これから中国やい
ろいろなところとの連携が深まっていくのであれば，東アジアの域内との労働の分業，分
担が問題になってくるかと思います。 
 それで，法律などを国としてどのように進めていこうと考えているのか，非常に気にな
るところなものですから，先生のご存じのところで，この東アジアのエリアで考えたとき
に，どのように考えるべきなのかというところを伺いたいのですが。 
 
（名古） 幾つかの問題とかかわってくるかと思いますが，例えば日本に外国人労働者を
受け入れるのかという問題や，あるいは「分業」と言われましたように，いわゆる単純作
業や，人件費の安いところへどんどん移して，日本の場合はもっと付加価値を高めるよう
な仕事にしていく，そのような人材を養成していくという問題にかかわってくるかと思い
ます。 
 そこで，どのような形で外国人を入れていくのかということです。外国人労働者の問題
には議論があり，いろいろな問題とかかわってくるのです。外国人を受け入れると，医療
や福祉，治安問題などいろいろな問題があって，一概に言えないのですが，結論だけ言い
ますと，私は外国人労働者の導入にはあまり賛成していません。 
 他方，人材ということになりますと，最近「キャリア」という言葉が一つのはやり文句
なのです。一定程度社会的に通用するというか，ある程度のキャリアをどのような形で若
い人たちにつけていくか，これも最近厚生労働省などが重視しだしたところです。自分に
ふさわしい能力をどれくらいつけていくのか。従来は企業内だけの訓練だったのですが，
これをもっと社会的に通用するような，個人が主体となったキャリアをどれくらいつけて
いくのかということが最近の課題になっています。 
 若い人たち自身が，自分にはこれだけのキャリアがあると測定できる，社会的に通用す
るような基準は，残念ながら日本にはないのです。そういうものをどれくらい確立して，
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自分がこれだけのキャリアを持っていたらこれだけの給料をもらえるというような仕組み
を作っていくのかということが重要になってくるかと思います。 
 
（質問者２） 「社会の不安定化」がフリーター対策の基にあるというお話を聞いて，先
生のほうからは，具体的に治安が悪くなるのではないか，フリーターが罪を犯すのではな
いかというようなことを説明していただきました。最近よく年金改革などが話題になって
いますけれども，社会システムとして，年金の場合だったら，フリーターで働いていると
保険料が払えないという問題があると思います。そういう社会システムとの関係での社会
の不安定化ということをもう少しお聞きしたいと思って質問しました。 
 
（名古） 「社会の不安定化」というのは私ではなく内閣府のほうで言っているのですが，
ここではやはり「若年犯罪者の増加などの社会不安が生じる可能性がある」という言葉が
使われています。今おっしゃっている年金などの問題は，未婚・晩婚・少子化などを深刻
化させるというようなところになってくるかと思います。それと，フリーターであること
で，フリーター自身が不利益を被ったり不安を感じたりするというようなところでも，や
はり本当に年金をもらえないという形での不利益が生じてきていることを指摘しているの
ではないかと思います。 
 政府は年金問題をどのように維持するかということを言います。フリーター自身も年金
をもらえないとか，そこはもう自覚しているかと思うのですけれども，自身にいろいろな
不利益が生じるということを深刻にとらえて考えていく必要があるかと思います。 
 
（質問者３） デュアルシステムについて，もう少し詳しく伺えたらと思います。そして，
こういう問題は多分先進国特有の問題ではないかと思いますが，すでにどこかの国で，デ
ュアルシステム以外にそういう試みをやっておられる例があるのか，その辺りを伺いたい
と思います。 
 
（名古） デュアルシステムというのはドイツの制度を倣ったものです。これは学校制度
が日本と違うということを前提に聞いていただきたいのですが，ドイツの場合は，大学に
行くためのコースが，小学校，中学校の早い段階からあり，他方，「マイスター」という言
葉がありますが，職人になるようなコースを割と早い段階で分けるのです。そういう職人
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になる人たちを中心に，職業学校で一定の専門的な技能をつけていくわけです。こちらの
ほうが中心で，こちらはやはり座学と企業での研修というか実習を組み合わせる中で，政
府の責任で一定程度給料を払いながら技能をつけさせていき，それで就職していくという
システムが古くからあるのです。 
 ですから，生徒は自分の仕事がどういうものか分かって就職します。うまくいけばその
企業に就職できるような，そういう座学と実習両方あるというものがデュアルシステムで，
これを日本はようやく，非常に小規模ですが，今年から導入し始めました。これは重要な
ことだろうと思います。大学などはインターンシップをやっていますが，１～２週間程度
と非常に短期間で不十分ですけれども，そのようなことも日本で導入され始めています。 
 
（質問者４） 自分自身，「フリーター」と呼ばれる部類に属する者の立場からで申し訳な
いのですが，今ほど，世界観や保障の件，デュアルシステム，教育の件などの部分でお話
があったのですけれども，学校のいろいろなシステムについて，法人化になったというこ
とで，以前と今とでは若者の学校卒業時の就職について何か変化があったとか，今後どう
いうことになっていくかという部分で，どのように思われますでしょうか。 
 
（名古） 法人化以前からも，金沢大学でも学生の就職率，内定率が悪くなってきており，
事務機構を中心に「就職支援体制」という組織ができて，いろいろな試みがなされるよう
になっています。例えば，企業や官庁からの説明会が非常に頻繁に行われ，学生はそれに
参加して直接話を聞く機会を得る，大学がそういう場を設定するというようなことなどが
ありますし，ほかにも，生協などでは公務員講座のようなものも行われています。お金が
要りますが，割とそういう講座に参加している３～４年生が公務員試験に受かる割合が増
えてきているというようなところもあります。 
 そういう点で，従来とは違って，大学でも積極的な取り組みがなされてきていますが，
事務職員だけではなく，教員がどれくらいその辺にタッチするようになるのかということ
も重要かと思います。ある程度教員のバックアップ体制のような，就職の相談に応じると
か，その辺のこともこれから本当に真剣に考えていく必要性があるだろうと思います。た
しかに，それにふさわしくない教員もいるので，一概には言えないのです。変なアドバイ
スを与えて逆にマイナスになるときもあるので，その辺は慎重に考えていく必要がありま
すが，これまでは本当に無関心すぎたというようなことは反省としてあるかと思います。 
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